
特定非営利活動法人 マイ・ライフ
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 小林季史（こばやし としふみ）京都市生まれ 55歳
 10歳 滋賀に（父親が酒屋を開業）
 20歳 大阪の不動産業入社
 21歳 バブル崩壊 不動産から人材会社へ
 24歳 酒屋廃業 酒税免許制度の構造改革
 25歳 企業買収の為、愛知県の企業のサラリーマン
 32歳 人材派遣業独立 滋賀県と愛知県同時開業
 41歳 リーマンショック 売上80％減
 44歳 NPO法人設立（高齢者デイサービス開所）
 46歳 就労継続支援A型開所
 51歳 日本福祉大学通信学課入学
 52歳 グループホーム開設 コロナ禍
 55歳 大学卒業・精神保健福祉士取得 2



人事を尽くして天命を待つ

「三方良し」のバランス
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法人（個人・社員）

顧客（地域・行政） 当事者



 滋賀県甲賀市

人口 37,532世帯

88,754人
おもな産業

・製造業、農業

主な就労福祉資源

A型 3事業所

B型 13事業所

就労移行 2事業所
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 名 称：特定非営利活動法人 マイ・ライフ

 所在地：滋賀県湖南市中央４丁目５９番地

 設立年月：平成２４年５月

 運営事業
・デイハウス春の日（通所介護事業）定員10名
・福祉事業所春の日（就労継続A型）定員20名
・グループホーム春の日（共同生活援助）定員7名
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理念：

「希望するすべての人が

地域で暮らせる共生社会の実現」

方針：「働くよろこびを共に」

生産、販売活動をとおして、お客様によろこんで頂くこ

とが私たちのよろこびとなるよう考え、改善し、行動し

ていきます
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 事業の種類：就労継続支援A型事業

（障害者総合支援法による）

 所在地：滋賀県甲賀市水口町東名坂２５１

 開設年月：平成26年６月１日（定員２０名）

 主な活動内容

産業給食の製造・販売

ミールキット製造販売

施設外就労（清掃・販売・農業）
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見本
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１ 本日の弁当の数を知る

２ 弁当容器を並べる

３ 容器の消毒

４ 衛生手袋をする

５ 見本を見ながら盛り付ける

６ 盛り付け漏れ（ミス）がないか
チェックする

７ 蓋を消毒し、しめる

食べていただくお客さまの顔
を浮かべながら、ひとつずつ
丁寧に、まごころこめて盛り
つけていきます。



スタッフ（利用者さん）について

・３３人（男：1６名・女：1７名）

利用実績25.8名 ２０２３年４月現在

障がいの種類（手帳種別）

・身体： ２名

・知的：１８名（B1もしくはB2判定）

・精神：１２名

・難病等対象者：１名
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給料支払い実績
→月額：８１，７４０円（令和３年度平均支給

額）
賃金
→時給：９２７円（６：００〜１６：００）

弁当約550食～650食／日（令和5年5月現在）

売上：弁当 4200万円
施設外 750万円
リサイクル 120万円 (令和3年度実績）

10





私も知りたいですが・・・
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 市場原理（競争社会のため自
ら調整することが出来ない）

 事業収益のスコアの割合高

 毎年上がる最低賃金

（事業収益を必ず上げていかな
ければならない）

 事業収益性と作業レベルのバ
ランス
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収益
市場原理
外部要因

予測
習熟

訓練
個別支援計画

個別性
個別課題

企 業 就 労

効率性 非効率性

Ａ型としての役割り



タイプ ア イ ウ 合計 選定基準

①福祉工場＆多機能型 12 8 3 23 以前より福祉工場として運営の実績がある。または、社会福祉
法人でA型事業所以外の事業を多数運営している事業所

②企業バック型 7 3 1 11 同法人もしくは、役員で影響下にある企業の仕事を主な業務と
しているとみられる事業所

③単独型 1 3 1 5 独自で事業を構築している事業所

④給付金依存型 0 2 2 4 事業売上が、当事者の給料より少ないとみられる事業所

14

出典：ア 全Aネット（2019）「就労継続支援A型事業所好事例集」

出典：イ 特定非営利活動法人全国就業支援ネットワーク（2019）「就労継続支援A型・B型の賃金・工賃
の向上に関するモデル事例収集と成功要因の分析に係る調査研究」

出典：ウ 株式会社インサイト（2019）「就労継続支援A型経営改善ガイドライン」



・これまでの事業効率の見直し

・地域性に合った新たな事業への挑戦

・情報の収集

・地域との連携
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 機械化によるボトルネックの解消（平均100個増/日）

1時間1000個可能



事業の見直し（スタッフの負担改善）
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レードル1杯
（約180cc）



就労移行開設（2019年4月開業）

・リタリコと契約し資料を活用

・B型アセスの利用ばかり

・コロナ禍で、受け入れ先がなくなる

2020年4月閉所 利用者3名はA型に移行
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損失額：約500万
事務所費・改装・備品等



誰もがやりがちなキッチンカー

利用者さんの新たな仕事と思ったが・・・

損失額：100万円
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・B型事業所開設の為、利用者さんの仕事と
して、洋服・小物の24時間無人によるリサ
イクルショップを開設

損失額：約400万円
改装費・備品・在庫



ネットによる洋服のリサイクル事業（FC）
弁当以外の職種の開発の思い・・・

売上上がらず、B型の検討から

収益を上げる事、A型を継続することを目指す
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農福連携（農業法人との連携）

近畿農政局（ビニールハウス・680万円助成）

A型での施設外事業（3名雇用予定）
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今後の最低賃金上昇対策
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テーマ：事業の継続と継承
福祉事業所春の日　事業計画

A型事業　弁当・ミールキット製造
ビニールハウス2棟　

A型施設外作業　3名雇用予定

甲賀圏域　障害者・高齢者グループホーム　　 ミールキット販売

　お米・野菜の生産

甲賀圏域お弁当配達

市場へ出荷
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労働政策審議会 (障害者雇用分科会)
ＳＮＳなどの活用（障害福祉サービス勉強会）

全Aネットの研修事業への参加

各種団体（商工会・中小企業家同友会・JC等）

昨年度視察先（高知・宮崎・福岡）

 PSWの勉強会
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 滋賀県全体数約40箇所

 会員数 21箇所

 主な事業

・県内事業所のネットワークづくり

・A型事業所の質の向上

研修 ２回

・就労支援事業の収支改善

先進的事業所への視察

・各種団体との連携
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就労支援部会との共同事業 甲賀市主催の農福連携事業
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 障害者雇用相談援助助
成金（新設）

障害者の新たな雇用や定
着を中小企業に対して、
必要な雇用管理に関する
相談援助の事業

（全障協近畿ブロック中
小企業・福祉事業所会議
資料より）
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甲賀市役所でカレーとお弁当を
販売を販売中!(^^)!
ぜひ、お立ち寄りください！！
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